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　はじめに，令和 6 年能登半島地震で亡くなられた方々の
ご冥福をお祈り申し上げるとともに，1 日も早い復旧・復
興を願っています。この復旧・復興を支援するため，農業
農村工学会では，令和 6 年能登半島地震に関する対策本部
を設置し，関係機関とも連携し，支援に努めているところで，
現在（1 月末時点）のところ，政府では人命・避難生活の
支援が主体となっていますが，農業・農村関係では，ダム，
ため池，パイプライン，基幹水利施設，集落排水施設など
は個別に調査が進められています。しかし，農地，棚田，
末端水路，農道，塩害，生態系などには調査が不十分な状
況と認識しています。さらに，今後は農業の営みや集落活
動等のコミュニティについてどのような対策が必要である
かなど，人口減少下における復旧・復興のあり方も課題と
考えています。

　本号のテーマである「デジタル技術」は，防災・減災の
分野でも大いに求められている技術です。現状，既存の農
業インフラの各種データは，施設ごとや業務ごとに異なる
様式で分散して管理されている場合が多いです。このため，
農業水利システムの再整備では，各種データの収集と前処
理に多大な労力と時間を要しています。これは，農業水利
システムが原則土地改良法に基づき地元の申請により行い，
管理する事業であることに起因していると思います。農業
者や農村住民の急激な高齢化と減少により，早急に新しい
仕組みを考える必要性が生じています。デジタル技術の進
展により農業水利システムの保全・再生，防災・減災が効
率的に行えるよう，改めて「デジタル技術」の必要性を強
く感じています。

（シンポジウム企画担当　小泉　健）
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